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講 座 子 どもをめぐる人間関係 2

園における幼児の仲間関係

柴 坂 寿 子

1.　子 ども達の生活の場としての園

日本 における幼児の保育園 ・幼稚園などへの就園率

はすで に90%以 上 に達 している.現 在 の幼児は主 に

「家庭」 と 「保育園 ・幼稚園」 の2ヵ 所で生活 し,育

ってい くとも言える.

園 には保育者 とい う大人 との関係 の他に,「 仲間」

とい う子 ども達同士の人間関係が存在する.本 稿では,

この仲間関係に焦点 を当て,園 の中で子 どもが仲間 と

どの ようにつ きあっているか,ど のような体験を し,

その ことでどのように育ってい くのかを考えたい.

そ の際,い くつかの具体例 をとりあげ,事 例を通 し

て考えたい.具 体例は筆者 と共同研究者の倉持がこの

数年 に幾つかの園で観察 させていただき得た資料(倉

持と柴坂1996;柴 坂 と倉持1999;そ の他未発表資料)

と,子 ども達の仲間関係 を長期的な視点で捉 えた,村

田 と友定(1999)及 び森上 と今井(1992)の 著書か ら

採って紹介する.

こ こで取 り上げる園はどこも,自 由遊びを中心 とし

た保育を行っている園である.子 ども達は自分でや り

たい遊びを選んで遊び,保 育者は材料や遊具を準備 し

たり,子 ども達 と一緒 に遊びながら遊 びの援助 をする.

また一斉での製作や歌なども適宜取 り入れられている.

2.　仲 間 と遊ぶ

子ども達が園で仲間と遊ぼうとして も,そ れがスム

ーズに行かないこともある.そ のような時,自 分の得

意な活動 を支 えとして,仲 間 との遊びを実現 させてい

く子 ども達がいる.

(1)　製作の得意な S 夫

S夫 は4月 に年長 クラス(持 ち上が りの2年 目)に

転入 してきた.転 入当初はクラスになかなかな じめず,

滑 り台で寝っ転がってふてているような姿を見 ること

もあった.し か し7月 頃 までにはだんだん園生活にも

慣 れ,製 作を好んでするようになって きた.さ らに製

作物 を介 して仲間と遊 ぼうとす る姿 も見 られるように

なった.

くK夫 達のままごとへの仲間入 り>

年 長7月.ま まごとコーナーでK夫 ・A子 ・S子 ・

R子 でお姫様 ごっこをしている.S夫 はちょっと離れ

た製作 コーナーで製作を している.K夫 が席 を外 して

い る時に,そ れまで製作 してたS夫 が,「 なに してん

の?」 「いれて一」 と仲間入 りしようとする.「 王子様

は空いていないよ」「家来だけ」 と言われるが,結 局

王様 として入 ることになる.S夫 は剣を腰 に差す.先

ほどS夫 が製作 していたのはこの剣だった.K夫 が戻

って くる.「S夫 入ったの?王 子様?」 と聞 くがS夫

は答えない.K夫 はS夫 の剣 を見て 「剣ずるい よ一」

と羨ましそうに言う.

ご飯 を食べることにな り,並 べてあったこ飯(テ ィ

ッシュがお茶碗 に入ったもの)が 配 られるが,途 中か

ら入ったS夫 の分がなかった.S夫 は 「ティッシュは?

(ご飯の こと)」 と聞 くがままごとコーナーにはテ ィッ

シュがない.自 分で製作コーナーにティッシュを取 り

にいき,茶 碗 に入れる.し ばらくみんなでご飯 を食べ

ている.K夫 がS夫 に 「辛いのいれたら?」 と色紙の

おかず をS夫 の茶碗 にいれる.S夫 は 「王様 はこれ好

きだか ら食べてんのね」 と喜ぶ.ご 飯が終 ってみんな

でおでかけす ることになり,K夫 はS夫 に 「俺先にい

くね一」 といってバイクで出てい く.S夫 は後 を追う.

この事例ではS夫 が得意 な製作を介 して仲間に入ろ

うと試みている.最 初,S夫 は一見K夫 たちの遊びと

は無関係 に製作 して遊 んでいるように見 えたが,実 は

S夫 はK夫 達がお姫様 ごっこをしているのを知ってい
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て,そ のごっこにあった小道具 を作っていたのだった.

別 にK夫 達が剣を使 っていたわけではなく,S夫 のア

イデアだった.ま た遊びに関連する製作物 を手 に持つ

ことがS夫 が遊 びに加わる勇気 を支 えていたように

も思われる.

S夫 は入 ってか らもち ょっと緊張 している様子であ

った.途 中か ら入ったためにS夫 の分 のご飯が ない

という事態 も起 こる.し か しここですねた りせず自分

の分のご飯 を製作することで,遊 びの流れに一緒 に乗

っていった。この後,K夫 がおかずをわけて くれたこ

とでS夫 の緊張もすっか り解けた様子であった.

2学 期 に入ると,S夫 が作 る製作物が魅力的なので,

それが他の子達の製作を刺激するようになって きた.

こ のことが また仲間 との関係の中でのS夫 の 自信 に

も繋がった ようである.次 のエ ピソー ドでの, S夫 の

「だんだん人気 になって きたな一」 という発言 にそれ

が感 じられる.

〈ロボ ット作 り〉

年長9月.昨 日,S夫 が考案 したロボット(段 ボー

ルでで きていて,子 どもが中に入る)が 人気になり,

男 の子たちはみんなロボ ットを作 った.昨 日休みだっ

たK夫 も今 日になって同 じ様 なロボ ッ トを作ってい

る.他 の男の子2名 がK夫 の ロボ ッ トの色塗 りを手

伝っている.

S夫 が男の子1名 と一緒 に部屋 にやってきて,K夫

たちを見て,「 だんだん人気 になってきたな一」 と嬉

しそうに言 う.K夫 たちの色塗 りが終 わり,乾 かすた

めに窓際 に置 く.S夫 はK夫 達 と一緒 に水筒を持って

ウル トラマ ンごっこをしに部屋を出る.

(2)　遊 びのアイデアの豊富なゆたか

森上 と今井(1992)に は 「基地ごっこに入れて もらえ

なかったゆたかのこと」 として,お よそ次のような内

容の事例が報告 されている(要 約は柴坂の文責による).

4,5歳 児5人 が ジャングルジムに登 り,基 地ごっ

こをしている.ゆ たか(5歳)も 一緒 に遊びたいが,

1週 間以上仲間に入れてもらえなかった.基 地遊びを

してい る子 ども達 には 「仲間に入る とす ぐ威張 る」

「ゆたか くんみたいに走 りが遅い と発進 の時待 ってな

くちゃいけない」等 と言われていた.ゆ たかは自分の

体 を動かす より,口 で人を動かすことが多いこと,ゆ

たかは太っていたため他の子 ども達のようにスピーデ

ィにジャングルジムをのぼ り降 りできないことを子 ど

も達 は指摘 している.ゆ たかはお話や絵本が好 きで想

像力が豊かだったので,宇 宙船や基地についても自分

なりのイメージがあった.基 地 ごっこをしている子 ど

も達のやることが 自分のイメージに合わない と口出 し

するので,自 分達のイメージで遊 んでいる子 ども達 と

トラブルになっていたようだった.ま た,ゆ たかが口

達者だったため,基 地 ごっこの子 ども達はゆたかを仲

間に入れる とゆたかの言う通 りになって しまうと警戒

している様子 もあった.さ らに,ゆ たかは仲間に入れ

て もらえない時に,ジ ャングルジムの下で,仲 間に入

れてもらえない怨みつ らみを息巻いた り,基 地 ごっこ

をしている子が転ぶ と嘲笑 した りするので,ま すます

孤立 していた.

あ る日,「 入れてもらえなかった」 と気 を落 として

ゆたかが部屋に入って きた時,保 育者は 「入れて くれ

ないから遊べないんじゃな くて,ゆ たか くんが考 えて

いる基地ごっこをやってみたら…」 と,仲 間に加わる

のではな く,自 分で基地 ごっこを始めてみるよう促す.

保 育者は彼の基地ごっこのイメージを話 させ,そ のた

めにはどのようなものが必要か等を一緒 に考えた.ゆ

たかは自分な りの基地を作 り始めるが,タ イヤを一つ

運んでは溜息をつ き,「 誰か手伝 って くれないかな」

とぼやいていた.ア イデアがあってもそれを実行に移

せないでいたゆたかには,自 分な りの基地を作 ること

は喜 びであると同時に,ア イデアを形 として実現 して

い くのは容易ではないと実感 していたようだった.何

とか基地 を作 っていると,ク ラスメー トが二人寄って

きて興味 を示 し,「空飛ぶ円盤の基地」 というゆたか

のイメージに誘われて加 わり,今 までにない基地を作

ることがで きた.

それから毎 日の ようにこの基地 ごっこが続 き,ゆ た

かが 「発進」 と言いながら基地を飛び出 して,園 庭 を

駆 け回った り,ト ランシーバーを作って仲間と交信す

るなどの姿が見られた.仲 間も増え,ジ ャングルジム

の基地と交戦 した りするように もなった.

今井が指摘するように,ゆ たかは遊びのアイデアを

豊富に持っているが,口 で言 うだけだったので トラブ

ルになっていたようだった.そ れが保育者の援助 を受

けて,ア イデアを自分で具体的な活動に移すようにし

たことでアイデアが形 として見えるようにな り,豊 富

なアイデアに惹かれて仲間の方がゆたかの遊びに加わ

るようになっていった.

S夫 の場合 もゆたかの場合 も,自 分の得意なこと ・

好 きなことを発揮することが,仲 間と遊ぶことに繋が
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ったと考えられる.

3.　仲 間を広げる

幼児においても仲間の中に何人か特定の仲良 しがで

きることが多い.そ の際 「この子でなければ」 と一人

の子 どもに固執すると,結 局相手 も自分自身も苦 しく

して しまうようである.そ のこだわ りをある時捨 てて,

仲 間を広げる体験 をする子 ども達がいる.村 田と友定

(1999)は お よそ以下の ようなM子 の事例 を報告 して

いる(要 約は柴坂の文責による).

4歳 児 で入園 して きたM子 は最初保育者 と遊ぶ こ

とが多かったが,3学 期頃から仲 間と遊ぼうとし始め

る.し か し自分の思うようになって くれる子 どもとし

か関わろうとせず,相 手に対 して強い言動 をしば しば

見せ,結 局相手が離れていくという状態だった.

5歳 児進級で クラス替えがあ り,4歳 児で同 じクラ

スだったK子 と仲良 くなる.し か しやはりK子 だけ

と遊ぼうとする傾向が強 く,K子 が他の子 と遊 ぼうと

す ると,た とえ一緒に遊びに誘われて も不安定になっ

て しまっていた.年 長10月 にはM子 とK子 は大喧

嘩 をす る.M子 がお出かけで数 日休 んでいる間にK

子 がす っか りA子 達 と仲良 くな り,M子 が遊びに誘

って も今A子 達 と遊 んでいるか らと断ったことが き

っかけだった.そ の日のうちに二人は仲直 りするが,

そ の後K子 はA子 達 と遊ぶ ことが多 くな り,M子 に

は不安定な様子が続いていた.

そんな中,年 長11月 にM子 はお出かけで休んだ翌

日,お みやげを持って登園する.お 出かけの様子 を話

している間は機嫌がよかったが,昨 日の続 きの ままご

とが始まると入 りに くい様子で保育室 を出てい く.う

ろうろ しなが ら昨年自分のいた年少組の保育室に入る.

そ こでピアノの得意なM子 は年少児達 と一緒 に合奏

をすることになる.そ の後M子 は毎 日の ように年少

組にでかけて合奏 をするようになった,こ のことが き

っかけで,M子 はR子 等他の年長児 と相談 して,全

園児での合奏会 を計画す る.仲 間の範囲がK子 以外

に大 きく広が り,安 定 して遊べるようになった.

村 田 と友定が指摘する ように,K子 がM子 の思い

通 りにならない強 さを持 っていたことがM子 に とっ

てはよい結果 を生んだと考 えられる.M子 はK子 へ

のこだわりを捨て,K子 以外に目を向けざるを得ず,

その結果,多 分M子 自身考 えもしなかったであろう

年少児達や もっと広い仲間関係の中に,自 分の得意な

活動を一緒に楽 しむ仲 間を見つけてい くことになった.

4.　仲 間か らの コン トロールへの対処 と仲間 からの

学び

仲間の中にはやたらと人に指図 したがる子 どももい

る.指 図する子 どもには悪気はなくとも,指 図 される

方は最初は従っていて もいつかどこかでつまらな くな

る ようだ し,ど こか重苦 しい様子が見える.次 のC

子 は仲間からの コン トロールに対 して,「 従 う」以外

の対処を学んだ例である.

C子 は2年 間の園生活 を通 じて,仲 間と遊ぶ ことの

多い子 どもだった.C子 は特 にB子 とよ く遊んでい

たが,B子 に何か と指示 を受けてはそれに従 うことを

求められていた.B子 とのままごとや学校 ごっこでは,

必ずB子 はお母さん役 ・先生役で,C子 は子 ども役 ・

生徒役であった.次 のエ ピソー ドの ように,年 少時で

はお母 さん役 ・先生役 のB子 の指示 に,子 ども役 ・

生徒役のC子 がほ とん ど反発するこ となく従 うのが

常だった.

<B　子 とC子 の ままごと①>

年少2月.B子(お 母 さん)・C子(子 ども)・E子

(子 ども)で お ままごと.B子 のバ レンタインデーの

話 を聞いて,C子 が 「バ レンタインデーのチ ョコなら

買 ってきてあげる」 と提案すると,B子 は 「そうじゃ

な くて,赤 ちゃんの薬 を買ってきて.葉 っぱだよ」 と

別 の指示 を出す.C子 は 「はい」 と答 えてE子 と一

緒 に裏庭に行 き,葉 をむしって戻って くる.

C子 が 「お母 さん買 って きた よ」 とB子 に報告す

ると,B子 が 「あそこのお鍋においてきて」 と指示す

る.C子 が 「はい」 と答えて台所道具のそばに行 くと,

B子 は 「あ,緑 のお皿ね」 と指示 し直す.C子 は 「は

い」 と答えて皿 に置 く.

E子 にC子 が 「夕飯 どうしようか」 と相談 してい

ると,B子 が 「夕飯,私 が作 るわ」 と宣言す る.C子

が 「じゃあ,材 料持 って くるけ ど,乗 せるテーブルが

い るじゃない?」 とB子 に聞 くと,B子 が 「テーブ

ル も取 って きて」 と指示する.C子 はE子 と相談 し

て教室の方へ取 りに行 く.

しか しこうした関係 にC子 が不満 を表す様子 も次

第 に見 られるようになって来る.年 長1学 期 にはC

子 がB子 に 「いつ もお母 さん役ばか り」 と文句 を言

った り,「B子 は私 にいつ も命令する.好 きな ように

していいのにね」 と発言す ることもあった.そ の頃ち
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ようどC子 はD子 の猫 ごっこに加わるようになった.

D子 は人間に命令されても自分のや りたいようにやる

猫 を演 じていた(〈D子 の猫〉).そ れまで命令 に従 う

従順 な猫 を演 じていたC子(〈C子 の猫 ① 〉)も,猫

をD子 のように演 じるようになった(〈C子 の猫 ② 〉).

〈D子 の猫 〉

年長10月.ホ ールで,D子(に ゃ一という名の猫),

E子(子 ども),F子(お 母さん),G子(み み という

名の猫)が ままごとを している.

D子 はF子 に紐 を引かれているが,D子 が引 っ張

ってホールに入ってくる.D子 は 「匂いが」 といって

勝手 に立 ちどまり,四 つん這いになって匂いを嗅 ぐ.

ホ ールにある家の窓の方に向かってF子 を引っ張る.

「違 うで しょ」 とF子 に入口の方に引 っ張られても引

っ張 り返 し,「 にゃーだけは窓か ら入 る」 と主張.窓

から入る.F子 に 「夜遅いからもう出ないの」 と言わ

れても,無 視 して窓から出る.F子 が 「早 く帰って ら

っ しゃいよ」 と声 をかける.G子 が窓から入るのを

D子 が助ける.F子 に 「猫は手は使えない」 と言われ

て も,「 マジシャンの猫だか ら手 は使 える」 と言い返

す.

〈c　子の猫 ① 〉

年長4月.ま まごとコーナーでB子(お 母 さん),

C子(猫),H子(お 姉 さん),Z夫(お 父 さん)が ま

まごとをしている.「 みいちゃん」 とH子 が呼ぶ とC

子 は頭 を下げて可愛 らしくうなず く.H子 は 「みいち

ゃん」 といって頭をなでる.C子 は四つん這いになっ

ている.B子 達が役 の名前 を決めている時,C子 はは

じっこのほうでお となしくしている.

H子 は 「みいちゃん」 とまた甘い声で叫び,な でる.

ソファーの上に乗ったC子 にH子 は 「お水ほしい?」

「お なか空いた?」 と聞 くがC子 は 「ううん」 と首 を

横 に振 る.H子 が 「お手」 というとC子 はお手 をし,

「お回 り」 というとお回 りをして 「ニャア」 と鳴 く.

H子 が 「みいちゃん,い い こ」 といって頭 をなでる.

B子 がH子 に 「甘やか しちゃだめよ」 と注意するが,

H子 は 「いや.猫 を甘やか したいんだもん.ね 一,み

いち ゃん」 と言 ってC子 を見る.Z夫 がC子 の背中

をなでる.C子 は四つん這 いでニ ャンニャン言いなが

ら移動 し,ソ ファーの上で寝る.B子 は 「にゃんにゃ

ん」 と呼んでなでる.

Z夫 が仕事に出かけることになる.C子 は 「お父さ

ん,い ってらっしゃいニャン」 とおすわ りして手 を振

る.

〈C　子の猫 ② 〉

年長7月.コ ーナーで女の子数名でままごとをして

いる.D子 とC子 が四つん這 いで猫 を演 じている.

D子 がC子 に 「おい,綱 渡 りの練習す るぞ」 と誘 う.

1子 が近づいて 「危ない じゃないの,に ゃんにゃん」

と叱る.D子 は 「この綱なら大丈夫.い つも練習 して

いるか ら大丈夫」 と答 える.

こ こでU夫,V夫 がD子 達 にちょっかい をかけて

くる.C子 が 「い じめるな」 と反撃 し,D子 は 「ニャ

ンニャン!」 と攻撃的に鳴 く.1子 は 「止めなよ」 と

U夫 達を制止 し,D子 達に 「噛みつけ!」 とけしかけ

る.二 人のニャンニャン鳴 く声が さらに攻撃的 になる.

J子 が コーナーに行 き,「B子 ちゃん,U夫 くんが

D子 ちゃんをぶった」 といいつける.B子 達は 「U夫,

謝 んなさいよ」 と怒 る.

V夫 はまた 「化 け猫,化 け猫」 とはやす.女 の子達

は 「噛みつき猫,行 け!」 「あっちか ら来た.行 け!」

と嬉 しが ってD子 達 を応援する.C子 は一旦 コーナ

ーに逃 げて くるが
,女 の子達の応援 を受 け,「 ニ ャ

ン!」 とV夫 に飛びつ く.

G子 はこう したD子 との遊びの時期 を経て,年 長

後半では自分のや りたい活動を選んでいろいろな子 ど

もと遊ぶようになった.B子 と遊ぶ時間は以前 より減

少 し,次 のエ ピソー ドに見るように,B子 とままごと

をする時に も,子 ども役のC子 がお母 さん役 のB子

が指示を出 して もそれに従わなかった り,逆 に要求を

出 した り,勝 手に動 き回った りして,B子 を振 り回す

ようになった.

〈B　子 とG子 の ままごと② 〉

年長11月.B子(お 母 さん)・C子(赤 ちゃん)・

D子(子 ども)で おままごと.B子 が布団 を出してい

る と,C子 が 「ミルクー」 と足をばたばたさせ騒 ぐ.

B子 はC子 に ミル クを飲 ませ,も うお しまい とい う

ようにカップを振 ると,C子 は泣 き顔で 「ミルクー」

と足 をばたばた させ騒 ぐ.B子 はうんざりしたように

「今 ミルクあげるか ら」 と言 う.

D子 とB子 で ミル クを飲 ませている と,C子 はぷ

いっと飲むのを止め,這 ってい く.B子 達はカップを

片づ ける.B子 がお絵か きをしているとC子 がカ ッ

プを持 って きて 「B子 ちゃん,こ れ ミルク」 と見せる.

そ れ を受 け取 ったB子 が何 か指示 す るが,C子 は

「いや!」 と怒って離れる.

B子 が またお絵か きを始めると,C子 ははいはいで
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台所 に行 き,台 所道具の入っている箱 をいじる.そ れ

を見たD子 がB子 に 「ばぶちゃんが包丁持っている」

と報告する.B子 は 「ばぶちゃん,止 めなさい」 と走

ってい き,台 所道具をい じくり回 しているC子 の手

を取って止めさせ る.

この ように,C子 はD子 との遊びの中で,「 コン ト

ロールを受けてもそれに必ず従 う必要はないこと」を

猫役 として体験 し,B子 のコ ン トロール に対 して も

「従 う」だけでな く,別 の選択肢 を選べ るようになっ

たように思われる.

5.　仲 間に目を向ける

園には多 くの仲 間がいる.し か し次の事例 のU夫

の ように,す ぐには仲間に目が向かず,だ んだんに目

を向けられるようになる子 ども達 もいる.

U夫 は年少の終わ り頃転入 して きた.以 前は家の都

合で2カ 所の住居 を行 ったり来た りの生活が続いてい

た.ま た前の幼稚園の時に病気で入院を経験 している.

転 入してしばらくは保育者のそばで過 ごしていたが,

その頃から注射の話など病院の話をよくしていた.そ

のうちマジックを毛虫に見立てて,小 さな箱にマジ ッ

クを並べ,「 毛虫の病院」 ごっこをするようになった.

クラスで大型積み木で家造 りをすることが流行ると,

U夫 も大型積み木で病院を作 り,そ こでぬい ぐるみに

点滴 をした りして 「病院ごっこ」 をするようになった.

こ うした病院 ごっこはU夫 の一人遊 びが殆 どで.ぶ

つぶつ と独 り言の ようにせ りふを言っていた.他 の子

が興味を持 って 「俺 にもや らせて」 と言って もす ぐに

は反応 しなかったりと,自 分の世界に入 り込んでいる

様子 だった、この遊びは2学 期始め頃まで繰 り返 し行

われた.

「毛虫の病院ごっこ」が現れた頃にU夫 はプラレー

ルの 「電車ごっこ」 もや り始めた.以 前行 った り来た

りしていた時に使 っていた路線名や駅名 を独 り言のよ

うに言 って,電 車をひとり動かしていた.こ の遊びは

1カ 月ほど続いた.

2学 期に入ってクラスでキ ングブロックの電章作 り

が流行 り,U夫 も 「電車ごっこ」 を再開する.今 度は

キングブロックの電車に乗 って動か して遊んでいた.

この遊 びでも初めは他の子 とあま り関わろうとしなか

ったが(〈U夫 の電車 ごっこ① 〉),次 第に電車に乗 り

たがる子 を乗せ るなど仲間 との遊びに発展するように

なる(〈U夫 の電車ごっこ② 〉).

〈U夫 の電車ごっこ① 〉

年長9月.U夫 が キングブロックの電車に乗 り,踏

切に見立てている積み木の所 にさしかかる.U夫 は自

分で 「キンキンキン」 と警報機の音を出 しなが ら電車

か ら一旦降 りて踏切 を動かす.ま た電車に乗る.男 の

子二人が踏切 を動か したのが気になり,踏 切を元に戻

してまた一人で電車に乗る.

〈U　夫の電車ごっこ② 〉

年長10月.U夫 はホールか らキングブロックの電

車 に乗 って廊下 に出て教室に向かう.C子 が 「ほう,

長 い」 と電車の長 さを感心する.V夫 が電車に乗ろう

とすると,U夫 は 「だめ.駅 で待ちなさい」 と止める.

駅 に見立 てられた場所 でV夫 が乗って くる.U夫 が

電車 を止め るのでV夫 が 「どうしたの?」 と聞 く.

U夫 は 「ウル トラマンごっこでもどっちで もいからや

ろ う」 とV夫 を誘 う.Q夫 が 「乗せ て」 と言って電

車 に乗 る.U夫 は また運転手の口調 に戻ってQ夫 に

何か言う.

年 長1学 期頃の一人遊 びの病院ごっこや電車 ごっこ

は,U夫 にとっては,大 変だった以前の自分の体験 を

見つめ直すためのもの,あ くまでも自分のための活動

だったのではないだろうか.他 の子 どもが関心 を持 っ

てきてもあまり喜ばなかったのもこのためではないか

と思われる.U夫 はこの長い一人遊びの時期を経るこ

とを通 して初めて,仲 間との遊びに目を向けられるよ

うになって きたように思われる.年 長2学 期以降U

夫 には親 しい友だちもで き,そ の子 を介して他の子 と

も遊ぶなど,仲 間を広げていった.

U夫 の一人遊びの時期 にも,周 りにいる仲間の遊び

(大型積み木の家造 り,キ ングブロックの電車)はU

夫 に活動のきっかけを与 えて くれていた.非 常に間接

的ではあるが,こ う した仲 間の活動がU夫 の変化 を

促 していたことも見逃せない点であろう.

6.　まとめに替 えて:園 における仲間関係の体験

筆者はもともと 「保育 ・幼児教育」の研究 という意

図ではな く,「生活の場での子 ども達の行動」を知 り

たい という意図で現場 におじゃまするようになった.

しか し,そ の後耳 にするようになった保育に対する批

判 は,現 場 を見 させていただいている筆者には意外 な

ものであった.例 えば,筆 者 はあ る小学校 の先生が

「幼稚 園の教育が変わってから(平 成元年幼稚園教育

要領改訂のことと思われる)小 学校が大変になった」
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とい う感想 を漏 らされるのを聞いたことがある.ま た

村 田と友定(1999)が 書 き記 しているように,「 幼稚

園や保育園で何 をやっているのか,ち ゃんとしつけな

きゃだめ じゃないか,子 どもを自由に遊ばせてお くだ

けだか らこうなる」 とい う内容の批判 も,様 々に形 を

変えて見聞 きする.

こ うした批判 とは全 く逆に,保 育現場を見て,筆 者

は 「子 どもの自由な遊びを中心 とするか らこそ子 ども

達が ここまで育ってきている」 と感 じている.例 えば

U夫 が園で じっ くり病院ごっこをで きずにいたら,U

夫 は仲間に目を向けることができただろうか?C子

がD子 との遊 びに出会 っていなか った ら,C子 は仲

間か らの コントロールにいつ まで も従っていたかもし

れないと思 う.

そ れに子 どもが自由に遊ぶことは,保 育者が何 もし

ないで子 どもを放任 してお くことではない.保 育者 は

ときには積極的に子 どもに働きかけ,と きには意識的

に距離を取 りなが ら,子 どもの遊 びを支えている.本

稿では仲間関係 に焦点 を当てたため十分には述べ られ

なかったが,例 えばU夫 に対 し,保 育者はU夫 が ま

だ他の子 に目が向いていないことを見定め,無 理 に一

緒に遊ばせ ようとするかわ りに,U夫 のつぶや きの よ

うな言葉 を自分 も繰 り返 して言うことで,周 りの子 ど

もにU夫 が何 を しているのか伝えた り,U夫 が大 き

な病院を作れるように手伝 った りしていたのである.

またゆたかの事例では保育者はゆたかのイメージの豊

富 さを認めて,そ れを形にするように提案 した り,形

にする手助けをしたりしている.

個 人としての充実 と仲間との生活の充実 も,「 個か

集団か」 といったように,あ たか も対立するかのよう

にしばしば論議される.し か し筆者の実感 は全 く逆で

ある.例 えばU夫 は,自 分 自身 と折 り合いをつ ける

ことで,初 めて仲間に向 くことができた し,S夫 やゆ

たかは,自 分の得意な面 を発揮す ることで,仲 間と生

き生 きと遊べるようになったと思えるか らである.

子 ども達が幼児期 に園という仲間中心の生活の場で

自由に遊びなが ら,仲 間との問で体験 し,学 ぶことは

本稿で取 り上げた事柄にとどまらない.そ うした事例

を現場で見 るたびに,こ の時期 に保育者達に支えられ

なが ら,仲 間との間で積む体験は,子 ども達にとって,

その後豊かな人間関係 を築 くための大切な資源 なので

はないかと思 えるのである.
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